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＜第４回幹事会＞ 

 

原案を確認、中央・地方の意見受付へ 

 

 

雇
用
の
安
定
こ
そ
が
、
社
会
保
障
制
度
を
守
る
（阿
部
会
長
） 

   

退
職
者
連
合
は
、
三
月
一
七
日
（
火
）
午
後
一
時
半
か

ら
、
連
合
本
部
八
階
三
役
会
議
室
で
第
四
回
幹
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
七
月
に
開
催
予
定
の
第
一
九

回
定
期
総
会
に
向
け
た
「
二
〇
一
五
年
度
運
動
方
針
」
と

「
政
策
・
制
度
の
年
度
要
求
」、「
低
所
得
高
齢
単
身
女
性

問
題
の
政
策
・
制
度
要
求
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
原
案
と
し
て

確
認
す
る
と
と
も
に
第
一
八
九
通
常
国
会
の
山
場
に
向

け
た
闘
い
と
第
八
六
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
へ
の
参
加

な
ど
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。
な
お
幹
事
会
に
は
、
三

役
・
幹
事
三
六
人
、
連
合
総
合
組
織
局
の
倉
永
誠
史
局
長

と
林
俊
孝
部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

ね
ら
い
は
政
策
・
制
度
、
組
織
の
運
動
強
化 

 

幹
事
会
の
冒
頭
、
阿
部
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
二
月
に
開
催

し
た
全
国
事
務
局
長
会
議
と
翌
日
の
院
内
集
会
に
つ
い
て
評

価
す
る
と
と
も
に
、「
連
合
が
二
○
一
五
春
闘
で
賃
上
げ
・
時

短
・
雇
用
を
三
本
柱
に
明
日
（
一
八
日
）、
集
中
回
答
を
迎
え

る
」
と
連
帯
を
表
明
、
中
盤
に
入
っ
た
第
一
八
九
国
会
に
向

け
、
引
き
続
き
年
金
や
医
療
・
介
護
の
政
策
課
題
で
「
連
合

と
も
相
談
し
、
連
携
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

こ
の
日
の
中
心
議
題
は
、「
二
○
一
五
運
動
方
針
（
案
）」

と
「
政
策
・
制
度
の
年
度
要
求
（
案
）」｢

低
所
得
高
齢
単
身

女
性
問
題
の
政
策
・
制
度
要
求(

案)｣

の
検
討
で
す
。
運
動
方

針
で
は
、
内
容
を
全
て
読
み
上
げ
て
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た

政
策
・
制
度
の
年
度
要
求
に
つ
い
て
は
、
幹
事
会
を
途
中
か

ら
「
第
一
回
年
金
、
医
療
・
福
祉
合
同
専
門
委
員
会
」
に
切

り
替
え
て
検
討
が
行
わ
れ
、
年
金
や
介
護
問
題
で
集
中
し
た

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
「
原

▲熱心な議論で3時間を超える会議となった第４回幹事会。（3月17日、連合本

部８階三役会議室） 

第
一
八
九
通
常
国
会
の
山
場
に
は
全
国
か
ら
闘
い
の
う
ね
り
を 

 

2015年度運動方針、政策・制度年度要求 

▲闘う決意を述

べる阿部会長 

http://tr.jtuc-rengo/
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

連
合
と
連
携
し
、
労
働
法
制
改
悪
阻
止
へ
！ 

 

案
」
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
中
央
・
地
方

か
ら
の
原
案
に
対
す
る
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

は
、
四
月
三
○
日
ま
で
に
受
け
付
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
第
五
回
幹
事
会
（
五
月
）

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
六
月
の
第
六
回
幹
事
会
で

総
会
議
案
と
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

 

 

山
場
で
大
き
な
大
衆
行
動
実
施
へ 

  第
一
八
九
通
常
国
会
で
は
、「
生
涯
派
遣
」
を
可

能
に
す
る
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
や
労
働
時
間
規

制
の
骨
抜
き
に
道
を
開
く
「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」

導
入
な
ど
、
労
働
法
制
の
改
悪
が
目
論
ま
れ
て
い

ま
す
。
連
合
は
す
で
に
第
一
七
回
中
央
執
行
委
員

会
（
二
月
一
九
日
）
で
、「STOP  THE 

格
差
社
会
！

暮
ら
し
底
上
げ
実
現
」
の
取
り
組
み
と
し
て
五
月

二
七
日
（
水
）
に
「
全
国
統
一
集
会
」
を
開
催
す

る
こ
と
、
ま
た
国
会
山
場
に
は
、
国
会
周
辺
で
街

頭
行
動
を
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
決
め
て
い
ま

す
。 二

月
の
全
国
事
務
局
長
会
議
で
は
、「
国
会
山

場
で
は
、
カ
ン
パ
を
募
っ
て
で
も
地
方
か
ら
中
央

の
行
動
に
参
加
し
た
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し

た
。
幹
事
会
は
、
山
場
へ
の
対
応
と
し
て
「
雇
用

の
安
定
こ
そ
が
、
社
会
保
障
制
度
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
」（
阿
部
会
長
）
と
の
立
場
か
ら
、
連

合
と
連
携
し
て
国
民
運
動
を
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相
の
暴
走
に
ス
ト
ッ
プ

を
か
け
る
た
め
に
も
、
退
職
者
連
合
の
中
央
・
地

方
一
体
と
な
っ
た
闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

「忘れてはならない 東京大空襲！」2015東京平和集会開く 
 

1945年3月10日、米軍Ｂ29によって都民１０万人以上が犠牲

となった東京大空襲の悲惨さを語り継ぎ、平和を守ろうとＪＰ労組

東京地方退職者の会が「東京平和集会」を東京・墨田区で開きま

した。集会には１８４人が参加。退職者連合本部からは、阿部保

吉会長が代表してあいさつし「平和を守り、安倍首相の暴走を止

めるためにも４月の統一自治体選挙、来夏の参議院選挙での勝

利が不可欠だ」と訴えました。集会の詳細は、退職者連合ＨＰ（み

んなの広場）をご覧ください。 

 

＜第４回幹事会次第＞ 

Ⅰ．報告事項 

  １．「核兵器廃絶1000万」署名の取り組みについて 

２. 第189通常国会への政策・制度要求について 

３. 民主党、社民党、厚生労働省要請について 

４. 2014年度「結論と動向」について 

５. マクロ経済スライド名目下限方式堅持で声明に 

ついて 

６. 組織拡大アンケート結果について 

７. 全国事務局長会議について 

８． 政策・制度要求実現２・１８院内集会について 

９． 第６回役員選考委員会について 

10. 各委員会報告について 

11．カジノ解禁について考える院内集会について 

12. 2015新春の集いについて 

13. ふれあい情報発行について 

14．連合、その他の集会・会議について 

15．平成27年度エイジレス・ライフ実践事例及び 

社会参加活動事例推薦の協力要請について 

16． 税制に関する緊急市民シンポジウム等への 

参加について 

17．「忘れてはならない 東京大空襲！」 

2015東京平和集会について 

18．中央・地方・ブロック総会・学習会等派遣について 

 

Ⅱ．協議事項 

１．2015年度運動方針（原案）について 

２．規約改正（案）について 

３．2015年度政策・制度（原案）について 

    ４ . 低所得高齢単身女性問題に関する 

政策・制度要求（案）について 

   ５．低所得高齢単身女性問題に関する学習会に 

ついて 

６．第189通常国会の山場に向けての対応について 

７．第86回メーデー中央大会の参加について 

 

  ■第1回合同年金、医療・福祉専門委員会 

 


